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生きる力を育む「ふるさと須藤ふれあい活動」推進

栃木県芳賀郡茂木町立須藤小学校

１ 推進地域（茂木町）について
(１) 推進地域（茂木町）の概要
茂木町は，栃木県の南東部にあり，八溝山系に囲まれた自然豊かな町で，鮎お
どる清流「那珂川」も流れている。県都宇都宮市から約３０㎞の距離にあり，人
口は，約１７，０００人である。ＳＬの走る真岡鐵道，道の駅もてぎ，大型レク
リェーション施設・ツインリンクもてぎのある所として比較的知られている。か
つては，葉たばこ，現在は，蒟蒻，椎茸などを特産としている。近年は，少子化
や過疎化の影響を受け，小学校の統廃合が行われている。また，児童生徒の自然
体験，社会体験，人々との交流体験も減少している。
(２) 推進地域としての取組
豊かな体験活動推進事業は，子どもたちの発達段階や地域の実情に応じて，様
々な体験活動を展開する中で，子どもたちが豊かな人間性や社会性を育むことを
ねらいとしている。茂木町では，小学校４校，中学校３校，高等学校１校が推進

。 ， ，校に指定された 各小・中・高の学校では 地域の実情や学校の特色を生かして
地域の河川敷清掃・公園や史跡等における環境美化などの奉仕活動，福祉施設訪
問のボランティア活動，地域の職場を訪問しての就業体験活動，高齢者等との交
流活動，稲作や椎茸作り等の農業体験活動，地域の諸施設を活用しての自然体験
活動などを小・中・高の発達段階に応じて実施している。

２ 須藤小学校の概要
(１) 教育目標 たくましい子 あかるい子 かしこい子
(２) 教育目標達成の指標 輝く命,夢 ふるさと須藤で共に学び,共に未来をつくる

－自分が好き，学校が好き，ふるさと須藤が大好き－
(３) 学校規模（平成１５年２月２０日現在）

学級数 ６学級 児童数 １０３人 教職員数 １２人
(４) 体験活動の観点からみた学校環境

， ， ， ，本校は 町北部の山間地に位置し 国道２９４号線が走り 学区の東の端には
那珂川が流れる。過疎化，少子化に伴い三つの学校が統合された比較的新しい小
学校である。保護者は兼業農家の家庭が多く，三世代家族も多い。教育活動に理
解があり，協力的である。しかし，スクールバス等の交通機関での通学者が全校
児童の３分の２を占め，地域の人々や社会，自然とふれあう時間や機会も減少し
ている状況である。農作業をはじめ様々な直接体験は少ない。

３ 体験活動のねらい
小学校６年間の学校生活を通して，ふるさと須藤での人とのふれあい，自然，社会
とのふれあいなど，生きる力を育む「ふるさと須藤ふれあい活動」を推進し，子ども
たちの心豊かな人間性や社会性を育む。
(１) 本校児童，幼児，中学生や高齢者をはじめ地域の方々など異年齢との交流活動
や様々な体験活動を通して，互いに学び，高め合うとともに，心豊かな人間性を
育てる。
(２) 地域の自然や人々との交流など様々な体験活動を通して，ふるさと須藤の特性
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やよさを体感し，ふるさと須藤を愛する心を育てる。
(３) 奉仕活動や様々な体験活動を通して，社会の一員として助け合って生活してい
こうとする態度を育てる。

４ 主な体験活動－ふるさと須藤ふれあい活動(人・自然・社会とのふれあい)－
【全校の活動】

（教育課程上の位置付け 【学年の活動】
：特別活動) なかよし班活動

（教育課程上の位置付け全校児童縦割りによる異学年集団
･ ４月～ ：総合的学習の時間，特別活動)なかよし集会など

<人> パ ワ ー ア ッ プ タ イ ム
なかよし農園活動 (総合的学習の時間)などの活動

< ･ > なかよしふるさと パワーアップタイム 宿泊学習自然 人
（ ）田植え ふれあい活動６月 ・須藤しぜんたんけんたい（３年） ３・４年

自然探索や諸施設等での体験活動･
･ パワーアップタイムごみ拾いや除草作業等の体験活動

苗植え ・もっと知りたい須藤の宝物(４年)ｲﾓ
< ･ ･ >人 自然 社会

パワーアップタイム 臨海自然
・ふるさとの水をみつめよう（５年） （５年）教室

須藤っ子なかよし
運動会 ９月 パワーアップタイム 修学旅行
・地域の方々との交流活動 ・やってみようボランティア（６年） （６年）稲刈り
なかよし班活動･

ｲﾓ < ･ ･ >掘り 人 自然 社会
<人>

ｻﾂﾏｲﾓ 幼・保・小交流活動
幼稚園児･保育園児との交流活動ｺﾝﾃｽﾄ 収穫祭・お年寄り ･

との交流会１１月 ( )ちびっこなかよし運動会
１１月 (1･2 )・ふれあい学習 ・ふれあい会食 年

<人> <人>

学習発表会 ２月 小・中交流活動
･ １月 (6 )地域と連携を図った作品づくり･ 年
発表･展示活動

<人>
<人>

５ 体験活動の実際（主な実践例）
(１) なかよしふるさとふれあい活動(教育課程上の位置付け：特別活動)
ア 日時 平成１４年６月１４日（金） ８：３０～１２：０５
イ 場所 学区内各方面
ウ 参加者 全学年児童，地域講師，支援ボランティア，本校職員
エ ねらい
(ｱ) 異学年集団であるなかよし班の活動を通して，上級生と下級生が互いの役割
を果たし，一緒に活動する中で思いやりの心や責任感を育て，互いの信頼関係
をより深めることができるようにする。
(ｲ) 地域の自然，文化，歴史等にふれることのできる場所で，地域講師から話を
聞くなどして，自分たちの地域について見つめ直し，地域の特性やよさに気づ
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けるようにする。
， 。(ｳ) 活動場所に応じた美化活動などのボランティア活動を行い 豊かな心を育む

オ 内容

方 面 活 動 内 容 地域講師 引率 支援ﾎﾞなかよし班
（方法） 人数 職員 ﾗﾝﾃｨｱ

千本方面コース ３・４班 ・千本城趾での話 ２名 －
・須藤保育園（園児 遊び 須藤保育との

(徒歩) ２０名 ／花植え・園庭清掃） 園
大瀬・鎌倉山コ １・２班 ・鎌倉山での話 ２名 １名
ース ・鎌倉山(虫とり，スケッ
(バス) ２２名 チ／クリーン作戦)

大瀬・キャンプ ５･６･８ ・キャンプ場での話 ２名 ２名
場コース 班 ・キャンプ場(虫とり／
(バス) ３０名 クリーン活動)

・那珂川 (釣り,スケッ大瀬河原
チ･川遊び/クリｰン作戦)

生井方面コース ７･９･10 ・生井薬師堂(ｸﾘｰﾝ作戦) ２名 ２名
班 ・竹細工体験

(バス) ３０名 ・生井の渡し場での話
・渡し舟乗船体験

カ 成果と課題
(ｱ) 成果
・ 自分たちの思いをなかよし班別に実際の活動につなげることができた。
・ 地域の自然の豊かさを川遊びなど直接体験を通じてふれることができた。
・ 活動の場所に応じたボランティア活動がそれぞれの班でできた。

， 。・ 学校支援ボランティアの協力を得ることができ 児童の安全確保ができた
(ｲ) 課題

， 。・ 活動の場所をさらに開発し 地域のよさを子どもたちにふれさせるとよい
(２) 収穫祭・お年寄りとの交流会（教育課程上の位置付け：特別活動）
ア 日時 平成１４年１１月１６日（土） ８：３０～１２：５０
イ 場所 須藤小学校体育館・校庭・各教室
ウ 参加者 全学年児童，地域の高齢者，収穫祭ボランティア，本校職員
エ ねらい
(ｱ) 昔の遊びや会食などで楽しいふれあいの時間をもつとともに，地域のお年寄
りとのかかわりの中で，相手の気持ちや立場に気づき，相手の気持ちを考えて
行動できるようにする。
(ｲ) これまで育ててきたお米の収穫を祝うとともに，働く喜びや収穫への感謝の
気持ちを高め合う。
(ｳ) 地域の施設で行われる催しについて知り，自分たちの地域の特性やよさに気
づけるようにする。
オ 内容
(ｱ) 開会行事（体育館） ＜ ８：３０～ ８：４０＞
(ｲ) ふれあい学習 ＜ ８：５０～１０：１５＞ ＊別掲
(ｳ) 熱気球教室（校庭） ＜１０：３０～１２：００＞
熱気球国際大会関係者(８名)
(ｴ) ふれあい会食・閉会 ＜１２：１０～１２：５０＞
(ｵ) もちつき・豚汁づくり(校庭，他） ＜８：１０～１０：３０＞
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６年全児童(２３名)，収穫祭ボランティア(４３名)，職員(３名)
＊ふれあい学習
学 習 内 容 活動場所( ) 高齢者 児童(６年) 担当職員会食会場
①こま回し･べーごま･輪投げ 体育館 ６名 １８名 １名
･ビー玉･花いちもんめなど (３年教室) (３名)
②折り紙･あやとり･けん玉･ １・２年教室 ６名 ２２名 １名
めんこ･かごめかごめなど (１･２年教室) (４名)
③かるた・百人一首 ４年教室 ３名 １４名 １名

(４年教室) (５名)
④竹細工・どんぐり細工 図工室(図工室) ５名 ３６名 ２名

(６名)
⑤ゲートボール 校庭(６年教室 ４名 １３名 １名）

(５名)

カ 成果と課題
(ｱ) 成果
・ 児童は希望別にグループづくりをしたため，意欲的に活動できた。また，
活動を通して，地域の高齢者の方々となごやかにふれあうことができた。
・ ふれあい会食では，６年生のリーダーシップで楽しく会食できた。
・ 収穫祭ボランティアの協力で，会食準備がほぼ予定どおりできた。
(ｲ) 課題

， 。・ 高齢者の参加方法を見直し 地域住民に呼びかける方法を工夫するとよい
・ 地域団体との日程調整を図る必要がある。

(３) 学校支援委員会
ア 委員の構成 地区区長会長(3 )，地区老人会長(3 )，学区中学校長(1 )，名 名 名
学区幼稚園長(1 )，学区保育園長(1 )，小学校後援会長(1 )，ＰＴＡ(12 )，名 名 名 名
小学校職員(6 )名
イ 内容（年２回の定例会を予定）
第１回定例会（平成１４年１１月１日）
・組織づくり ・意見交換（豊かな体験活動推進事業の諸計画について）
第２回定例会（平成１５年２月２４日）
・意見交換（平成14年度の反省及び平成15年度推進事業計画について）

６ 今年度の成果と課題
(１) 成果
ア なかよし班の活動，幼・保・小・中の交流活動など異年齢の幼児・児童・生徒
による共同活動を繰り返し推進することで，人とのかかわりを肌で感じ，どうあ
ったらよいか体験する場となるともに，少しずつ縦のつながりができ，他の場所
でも自然に活動する場面がみられるようになってきた。
イ 地域に出向き，体験を通して，地域の人や自然，文化財等のすばらしさを実感
でき，ふるさと須藤のよさを知るよい機会となった。
ウ 高齢者を中心とした地域住民との世代を越えた交流活動は，人と人との関係や
あり方を学ぶよい機会となった。
(２) 課題
ア 学校支援委員会と連携し，地域での活動場所，指導者等をさらに開発し，体験
の場の拡大に努め，幅広い活動をする。

， 。イ さらに充実した活動を展開するために 活動の評価のあり方について工夫する


